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Ⅰ．はじめに

　中国における都市研究は古くから行われ，Sit
（1985）によれば1949年建国以後の中国の都市化
や都市構造の変容パターンは，西側先進国，発展
途上国，東欧・ロシアの社会主義国のいずれとも
異なる独自性を有する。特に1978年に文化大革命
が終焉して以降，中国が経済の急成長を遂げた時
期に沿岸地域を中心として都市の発展も促進され
た。それに対して東北地域の３省では，戦前にロ
シアや日本による都市の建設が進み，解放後は当
時のソ連をモデルとした大型プロジェクト方式の
もとで重工業による都市化が促進され，長春やハ
ルビンには鉄鋼，化学等の重厚長大産業の国営企
業が集積していった。1978年の改革開放による経
済自由化の促進によって沿岸地域には輸出志向型
の加工産業が集積していったのに対して，国が管
理する重化学工業が多数集積する東北地域の改
革は国内でも遅れていたとされる（楊，2003）。
1990年代初期の鄧小平による社会主義市場経済の
本格的導入により，近年長春をはじめとする東北
地域の諸都市でも企業と都市の関係の再構築，住
宅地区の再編・再開発，都市のインフラ整備など
都市の内部構造も大きく変容している。
　改革開放政策の実施以後，経済成長する中国は，
同時に沿岸地域住民の所得の向上に伴って，他
地域との経済格差問題が新たに浮上した（平田，
2007）。しかしこの裕福な層の登場により，一方
では観光への需要が掘り起こされ，国内各地に観
光地やリゾート地が誕生し，とりわけ中国縁辺部
の省など低所得地域では観光による現金収入を得

る機会が多くなってきている。藤田（2007）は雲
南省の少数民族による観光資源化の促進で，他地
域資本による同省の観光開発が進んでいることを
指摘し，同様のことは東北部など縁辺部にも共通
してみられるとしている。確かに2009年から2013
年までの一人あたりGDPの変化率をみると国の
平均に対して， 新彊ウイグル自治区，雲南省をは
じめとする西部地域および東北地域の吉林省など
では観光開発が進んだ結果，一人あたりの所得が
向上する一因ともなっている（表１）。

〈中国東北部調査報告〉

中国東北部の都市と観光地の景観変容

― 長春・ハルビン・長白山を事例として ―

岩　動　志乃夫
東北学院大学教養学部地域構想学科

表１　都市・省別にみる人口と1人あたりGDPの割合

（『中国統計年鑑』2014年より作成）
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　改革開放政策のもとで中国の都市部では市街地
再編が進み，建築物のリニュアール，新たな交通
システムの導入等により都市の発展が促進してい
る。一方，農村や山岳地帯でも観光地化による所
得や生活水準の向上がもたらされ，都市部，農村
部ともに大きく変容している。
　筆者は2017年８月27日～９月４日にかけて中国
東北地方を訪れた。吉林省の長春，黒竜江省のハ
ルビン，さらに北朝鮮との国境に位置し，近年観
光開発が急激に進む吉林省延辺朝鮮族自治州の長
白山とその周辺も訪れた（図１）。そこで近年急
速に進む都市景観の変容を長春とハルビンを例に
取り上げてその現状を指摘するとともに，長白山
の観光地化に関しても開発の一端を景観の変容を
もとに明らかにすることを目的とする。そして所
得格差問題は中国の沿岸地域と周辺地域の問題だ
けにとどまらず，周辺地域内でも進行しているこ
とを指摘したい。方法は現地での観察，写真撮影，
関係者への聞き取りにより進めた。

Ⅱ．中国の経済成長と都市群容

　1978年以降の中国は，改革開放政策へと大きく
転換し，1989年の天安門事件による一時的な低迷
はあったものの，その後の鄧小平による経済の自
由化は中国に大きな変容をもたらした。さらに
1990年代後半の中国経済は，江沢民が政権の座に
就いて以来大きな伸びを示していった。沿岸部の
特区に限定されていた外国企業は，特区以外にも

中国企業との企業組織を中心に立地展開が可能に
なった。農村部でも人民公社の解体後，郷鎮企業
の誕生で，農村の自由化が大きく進展した。
　しかし沿岸部を中心にした経済の発展は，同時
に格差問題を引き起こした。かつてわが国でも高
度経済成長期に都市部と農村部とで所得格差が生
じ，農村部から都市部への移動が顕著となり，い
わゆる沿岸部の太平洋ベルトに資本や人口が集中
していった経緯がある。しかしこの時期中国では，
都市戸籍と農村戸籍とが制度化されており，農村
部から都市部への移住が認められなかった（藤田，
2007）。その一方で，農村部から都市部への若・
中年労働力による出稼ぎ者の流入1）は，両者間の
所得格差を助長し，地域間格差を拡大していった。
1978年に都市地域就業者は9,514万人（23.7％），
農村地域就業者は3億638万人（76.3％）であった
ものが，前者が98年に30％台，2007年に40％台を
上回るようになっていった（図２）。

　1990年代に入り，市場経済化の進展と共に都市
での急速な労働力需要の高まりは，豊かな生活を
求める出稼ぎ者の都市への流入をさらに助長し
た（早瀬，2007）。2013年には都市地域就業人口
は３億8,240万人（49.7％），農村地域就業人口は
３億8,737万人（50.3％）とほぼ拮抗するに至って
いる。
　これまでの中国の都市を人口規模で分類する
と，常住人口の規模により「特大都市」，「大都市」，

図１　長春・ハルビン・長白山 図２　中国の都市と農村における就業人口の割合
（『中国統計年鑑』2014年より作成）



59―　　―

「中都市」，「小都市」と４区分であった。近年の
急激な経済成長による都市規模の拡大に伴い，政
府はこの区分を変更して，①「超大都市」が追加
された。「超大都市」は人口1,000万人以上とされ，
実態にあった規模として位置づけ，北京，上海，
天津，重慶，広州， 深圳の６都市が該当する。次
に②「特大都市」が500万～ 1,000万人，③「大都
市」が100万～ 500万人，④「中都市」が50万～
100万人，⑤「小都市」が50万人以下とされてい
る2）。なお「超大都市」と「特大都市」は人口の
総量規制，増加抑制策が導入される。
　現在の中国の地方行政は，省，市，県，郷鎮の
種類に区分され，管轄地域や規模によって都市の
区分がなされている。①直轄市は省や自治区と同
格とされ，北京，上海，天津，重慶の４市が該当
する。次に②副省級市は，管理権限において省並
みの権限を有する都市とされ，日本の政令指定都
市に近い機能を有する。現在ハルビン，長春，瀋
陽，大連，南京，杭州，寧波，厦門，済南，青島，
武漢，広州，深圳，成都，西安の15市が該当する。
③地区級市は県を管轄する都市で，現在291市が
該当する。④県級市は県と同格とされる都市で現
在361市が該当している。

Ⅲ．長春市とハルビン市の都市化と
それに伴う都市問題

　中国の戦後の都市化についてSit（1985）によ
れば，西側先進国型，発展途上国型，社会主義国
型（主にロシア）のいずれとも異なる独自性を有
しており，さらに楊（2003）は中国東北地域の都
市は，中華社会の伝統的都市の発展とも異なる発
展をしてきた経緯に触れ，その要因を辺境の地で
あることに起因するとしている。発展段階として，
①1958年以前の自然発生的な都市の発展期，②ロ
シアや日本による植民地都市の発展期，③社会主
義計画経済に基づく都市の発展期，④1978年以降
の社会主義市場経済の導入による都市の再編期で
ある。④の時期以後，駒井（1993）によれば，吉
林省と黒竜江省の省都であり，人口が集中する長

春とハルビンは，東北地方を代表する総合工業基
地として成長し，交通結節点に位置することもこ
の成長を優位にしていると指摘している。
　省都であり，これまでも特大都市であった長春
とハルビンに次いで，省内にはそれぞれ吉林，大
慶といった各地域の２次中心都市が配置されてい
る。かつてはロシアがハルビンと大連の建設に関
わり，日露戦争後は日本がそれを引き継ぎ，瀋陽
や長春は戦前・戦中の経営の拠点として発達して
きた経緯がある。いずれにせよこれまでの都市機
能は工業に集約される総合工業基地であった。し
かも交通幹線の交差する結節点にこれらの都市は
位置し，支線との分岐点にはこれ以下の規模の都
市が位置していることから，エリアの中心都市で
あることがわかる。
　中国では現在北京や上海を中心として各地へ延
びる高速鉄道の開業がめざましい（威，2014）。
2012年には大連とハルビンを結ぶ高速鉄道が開通
し，夏ダイヤに運行される高鉄（300㎞ /h）が長
春とハルビン間約300㎞弱を１時間10分程度で結
んでいる（写真１）。筆者が乗車した平日も瀋陽・
長春・ハルビン間でビジネスマンを中心とする乗
降客は多く，今後高速鉄道は隣接する副省級都市
群の結びつきをますます強化していくであろう。
なお乗車の際に各駅では厳重なX線による手荷物
検査を実施しており，わが国の新幹線よりも時間
に余裕を持って利用しなければならない。
　長春市は1825年に清朝政府が伊通河岸に長春庁
を開いたことに起因する。その後1932年には満州
国が建国され，その首都として当時先進的な都市
計画に基づいた計画整備がなされた。現在でも旧
満皇宮博物院や当時の満州国国務院旧址をはじ
め，かつての遺構が多く残っている。社会主義市
場経済の導入以降，都市への人口流入制限が緩和
され，長春市やハルビン市でも工業化の進展と共
に居住地の開発が急速に進行している。これまで
工業用地として確保され，残っていた郊外の空隙
地に近年超高層マンション群の建設がいっそう盛
んに行われ（写真２），人口の郊外への拡大に伴
う交通渋滞は大きな課題となっている（写真３）。



60―　　―

写真１　長春西駅に入線する高鉄
（2017年８月31日筆者撮影）

写真７　ハルビン市内の古い集合住
宅の中庭

　　（2017年９月１日筆者撮影）

写真11　モダルンホテル
（2017年８月31日筆者撮影）

写真５　長春軌道交通１号線
（地下鉄）

（2017年８月31日筆者撮影）

写真10　旧ハルビン市特別公署
（2017年９月１日筆者撮影）

写真15　南頭道街建物の中庭の修復
　（2017年９月１日筆者撮影）

写真６　ハルビン市内の古い集合住
宅の洗濯物干し風景

（2017年９月１日筆者撮影）

写真12　旧万国洋行
（2017年９月１日筆者撮影）

写真３　長春市内の交通渋滞
（2017年８月28日筆者撮影）

写真８　取り壊される古い集合住宅
（2017年８月31日筆者撮影）

写真13　旧ハルビン一等郵便局
（2017年９月１日筆者撮影）

写真９　ハルビン西駅前に建設中の
超高層マンション

（2017年８月31日筆者撮影）

写真14　町並み保存地区の案内板
（2017年９月１日筆者撮影）

写真２　長春郊外に建設中の超高層
マンション

（2017年８月29日筆者撮影）

写真４　長春市内の交差点を渡る
人々

（2017年８月28日筆者撮影）
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写真16　修景事業の完成した通り
（2017年９月１日筆者撮影）

写真19　長白山西坡展望台から眺
望する天池

（2017年８月29日筆者撮影）

写真22　給仕後に夕食をとる朝鮮
系地元従業員

（2017年８月29日筆者撮影）

写真20　長白瀑布と朝鮮民族衣装
レンタル店

（2017年８月30日筆者撮影）

写真23　大 村の超市経営者家族。
右から次女，経営者（母），長女
（2017年８月30日筆者撮影）

写真18　展望台へと木道階段が続
く長白山西坡登山口

（2017年８月29日筆者撮影）

写真21　レストラン衣家酒家の厨
房で手づくりギョーザを作る従業員

（2017年８月29日筆者撮影）

写真24　大 村の超市店内
（2017年８月30日筆者撮影）

写真17　リニュアールされた建物
の飲食店

　（2017年９月１日筆者撮影）

増え続ける居住人口は自動車の交通渋滞を深刻化
させるばかりでなく，交通マナーの遵守もなかな
か浸透しない状況にある。信号機のある交差点で
あっても歩行者より車両の進行が優先されるた
め，歩行者は右左折する車両の通行を待って横断
をしなければならないため（写真４），このシス
テムに不慣れな旅行者は道路の横断にはかなり勇
気が必要である。
　この交通渋滞緩和と人の大量移動の定時制確保
を目的とした長春軌道交通１号線（地下鉄）3）が
2017年６月30日に開業した（写真５）。ホームに
安全防止柵用の開閉口が設置され，最新のシステ
ムが導入されている。なお各駅では乗車の際に厳
重な手荷物検査が実施され，持ち込む手荷物のX
線検査は，空港や高速鉄道利用時と同様に実施さ

れている。まだ南北線のみの開業であるため，た
だちに交通渋滞の大幅な緩和までとはいかないま
でも，今後路線を増やすことで将来的に課題の解
決に結びついていくものと思われる。
　もう一つ市内交通のタクシー利用システムにつ
いて紹介したい。中国ではアプリの利用によるタ
クシー配車システムが利用者に好評である。この
システムは利用者がスマートフォン等の端末機か
ら登録アプリを使って利用を申し出ると，タク
シー会社の配車システムから最も近距離の車両へ
申込者の場所と目的地とがマップで示され，短時
間で利用者を目的地まで送り届けるシステムであ
る。使用料金は届け出口座やクレジットカードで
の自動引き落としになるため，現金の授受は基本
的に不要である。もちろん登録制であるため事前
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登録が不可欠ではあるが，わが国での本格的導入
はまだであるため，筆者は中国でこのシステムを
初めて体験した4）。同システムの普及によってど
の程度交通渋滞の緩和に結びつくかは不明である
が，一定の車両台数で利用回数を増やすことで企
業経営者，利用者双方共に経営効率と利便性の向
上をもたらすことにはメリットが生まれよう。

Ⅳ．都市再開発に伴う旧システムの再編

　柴（1991）は中国の都市地域内部を分析するに
は「単位」が重要で，この単位とは「工作単位」
のことであり，公共機関や事業所を含んでいる5）。
改革解放後の都市では職場と居住地の同居と分離
が大きな問題となった。改革解放直後に農村部か
ら都市に流入してきた住民は，都市生活の経験を
欠いていた上，農村家族に依存する伝統も持ち合
わせてはいなかった。したがって当時の都市建設
には家族，社会，政治的管理を含む空間的枠組み
の確立が必要となり，単位は住民全ての活動の空
間的統合の場として出現した。楊（2003）による
長春市での分析は，都市へ持ち込まれた農村的社
会組織でもあったとしている。東北地域の工業都
市であった長春やハルビン等の諸都市では近年ま
でこの組織は強固であったため，再開発はなかな
か進まなかった。これが1990年代の経済の自由化
の波により，市場原理に基づく合理的な都市づく
りが始まったとされ，単位社会が一部解体され始
めている。つまり株式会社の出現によって，モノ
やサービスを従来の単位以外で求めるようにな
り，単位内での倒産や失業が日常化して単位は解
体していった。
　この単位は生活を共有してきた地域社会である
ため，運命共同体でもある単位の解体は地域の再
編を進めることになる。ハルビンの中央大街に近
接する市街地では，この単位が機能していた頃に
建築されたと思われる古い建築物の解体が進んで
いるものの，現在でもその名残の旧住宅区域が未
だわずかに残っている地区がある。そこには今で
も残った住民が庭で洗濯をし，敷地内に洗濯物を
干している日常の空間が存在している（写真６）。

さらにその傍らで卵を採取するための鶏の放し飼
いの風景が広がっている（写真７）。しかしここ
でも旧居住区の解体は迫っており，引っ越しの準
備のため大量のゴミを搬出する姿も同時に見られ
た。かつて多くの住民が暮らしていた集合住宅か
ら転居を余儀なくされ，まもなくこの地域から旧
来の住宅が消えようとしている（写真８）。
　都市部では政府の再開発促進政策のもと，市街
地再開発が進み，従来から市街地に居住していた
住民は，アパート解体のために居住地を追われ，
一部は郊外への移転を余儀なくされている（菅野
2011）。都市郊外は市街地拡大や工場新設のため
に多くの農地が転用され，もともと土地は国の所
有とする政府見解により農地を失う農民に不満が
拡大していった。中国では土地利用計画は政府の
上層で決定されるため，都市的土地利用を大きく
拡大させることは難しかった。ゆえに戸建ての建
築は通常認められることは少なく，それまでの世
帯の共同住宅から転出する住民の資金を収集し，
高層マンション群を建設することになるため，内
陸の都市でも高層化が急激に進展している（藤田，
2007）。山下ら（2002）によれば，ハルビンでは
それまで市街地を構成していた低層型の集合住宅
や三合院形式の住宅に変わって，７･８階建ての
高層集合住宅が急速に普及しているという。さ
らに現在では都市中心部に近いエリアに10 ～ 20
階建ての超高層マンションが建設中である（写真
９）。もちろん長春やハルビンでもこれら急激に
増加するマンション群が全て居住空間として利用
されるかは疑わしい。他都市同様，投機の対象に
なったり，セカンドハウス的な分譲も現れてきて
おり，都市の中に新たな格差が生じてきている。
　いずれにせよ単位が機能していた時期までは職
住が近接する空間であったため，通勤，通学，通
院の際に徒歩や自転車移動でもある程度の秩序が
保たれていた。ところが近年住宅の郊外への広が
りは，前述した急速に普及する自動車利用へのシ
フトでもあり，既に深刻な交通渋滞を招いている。
さらにもっと重要なことは交通マナーを遵守する
ことであろう。



63―　　―

Ⅴ．ハルビンの町並み保存

１．中央大街
　旧市街地で新旧の再編が進む地区が出現する一
方で，古い建築物を修築保存する動きもある。ハ
ルビン市の中央大街は，西洋式建築物が多数現存
する地区である（図３）。町並み保存に詳しい孔・
福川（2010ｂ）によれば，現在市内随一の繁華街
である中央大街は，1898年に南経緯街・新陽広場
から松花江沿いのスターリン公園を結ぶ南北1.5
㎞の通りとして建設された。当時は中国の伝統的
な商家が立ち並んでいたという。その後，1900年
代に入り河港と鉄道の結節点としてロシアの支
配が強まった影響で，西洋式の建築物が増加し，
1952年には中央大街と命名された。湿地帯を埋め
立てて開発したことから，1924年に花崗岩で敷き
詰めた現在の石畳の道路となった。1960年代半ば
の文化大革命により歴史的建築物は一部が破壊さ
れた。1970年代に入り建設が再開されるものの，
無秩序に増築が行われる傾向にあった。

　さらに1980年代に入ると本格的な都市開発が開
始され，大規模な改造や再開発の渦中で６割の伝
統的な建築物が破壊されたとされる。現在，街路
両側にある61棟中歴史的建造物は25，法律による

保護建築は16であり，これ以外は80年代以降に建
築された模倣的建築物となっている6）。1994年に
中国政府よりハルビン市は国家歴史文化名城に指
定され，市独自の町並み保存に取り組んでいる。
　ここでは孔・福川（2010ｂ）を参考にいくつか
の建造物の確認と検証を試みた。保護建造物のう
ちあまり変化していない建物は，旧ハルビン市特
別公署である（写真10）。建築年は1920 ～ 30年
代と不詳であるが， 折衷建築物であり保存されて
いる建物の中で４階建ては最も高くなっている。
1980年代に一部を増築改造去れ得た経緯はあるも
のの，現在でも明るい色彩で人気を博している。
ただし写真10の保護建造物の背後に位置する近
代的な高層建築物は，保存地区の借景としてはふ
さわしくない。
　次に増改築を行った時期を古い時期と比較的新
しい時期とに区分し，前者を20世紀前半に実施，
後者を1980年代に実施として考察する。前者の
例として，1906年建築のモダルンホテルがある。
アールヌーボー様式の３階建てであったが，南に
隣接する２階建てを1913年に３階建てに建て替え
て一体化した建物に改造している（写真11）。適
切な増築はかえって周りの景観とも調和し，違和
感を覚えない落ち着いた建物になっているように
思う。保護建造物である２階建ての旧万国洋行は，
1922年に建築され，1930年に増築と一部窓の改造
が実施された折衷建築物である（写真12）。１階
にはショップが入り，コの字型のユニークな建物
ゆえ観光客の目を引くものの，客の入りはあまり
多くない。
　後者の事例は1986年の市による保存街路の決定
を受け，町並み保存に関心が高まっていった1980
年代の改築である。この時期に階数を増築した
旧ハルビン一等郵便局があげられる（写真13）。
同建物は1914年の建築で折衷様式の建物あるが，
1980年代に２階建てから３階建てに改築し，周り
の建物との調和が図られた。増築による違和感を
感させない周囲との調和が図られ，色彩も落ち着
いた建物として評価が高いとされる。
　個々の建物に建築様式の多少の違いはあるもの

図３　ハルビン市内の町並み保存地区
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の，いずれの時代にあっても西洋式建築物の調和
が図られており，その点で統一性を感じることが
できる街路に仕上がっている。石畳の街路も周囲
の建物と調和し，落ち着いたたたずまいを醸し出
している点がこの街区の最大の魅力となり，町並
み保存が進行する中にあって，多くの観光客をこ
の街に引きつけている。

２．老道外中華バロック歴史文化区
　ハルビン市にはもう一つ著名な町並み保存地区
が存在する。中央大街から北東へ２㎞ほど離れた
場所に位置する靖宇街，通称老道外中華バロック
歴史文化区である（図３）。20世紀初頭満州鉄道
の東部の道外と呼称する地区に山東省や河北省出
身者が核となり，中国の伝統的な様式と西洋のバ
ロック建築とが融合した建築物を建設し，集積す
る地区へと成長していった。その特色ある景観を
都市再開発の波から守り，保存修景して町並みを
進めようとする地区である。これに詳しい孔・福
川（2010ａ）によれば，ロシア人主導で形成され
た市内中央大街の建築物とは異なり，同時期に開
発されながらも，中国人主導で形成された点に意
義が認められるとしている。またその特徴は西洋
式をそのまま用いずに，独自のデザインやコンセ
プトを有することにあるという。
　同地区は1997年に伝統的商市歴史文化保存街区
に指定された。現在は街角に案内板が設置される
など，観光客への対応が徐々に進みつつある（写
真14）。しかし修復事業は徐々に進んでいるもの
の，壁やドアなど一部未修正の建物や表側のみ修
復され，南頭道街建物の中庭のように遅々として
着色作業が遅れ，公開には明らかに未整備である
ことが伝わってくる場所も見受けられた（写真
15）。修復作業が終了した街区は，建物の高さが
統一された見事な景観が出現しており，路上には
人力車を引くモニュメントも設置され，街路中央
には柳の木も植樹されるなど，当時の景観を再現
している（写真16）。また同地区にはアクセサリー
店や果物店等の小売店に加え，再生した建物の１
階で営む飲食店も多く，訪れた観光客は美しい町

並みが復元された景観を楽しみながら中華料理を
堪能することができようになった（写真17）。

Ⅵ．長白山の観光地化

１．辺境地域の国境観光にみる景観変容
　沿岸地域を中心とした経済発展は，所得の向上
をもたらし，発展する同地域の都市住民は生活に
余裕が生じ，観光への投資が始まった。中国各地
に観光地が誕生し，とりわけ低所得地域は観光化
戦略によって，沿岸都市地域からの観光客を迎え
入れる傾向が明確化してきている。藤田（2007）
は新彊ウイグル自治区や雲南省を例に，観光化が
進んでいることを指摘し，同時に沿岸地域を中心
とした他地域からの資本の進出による開発が主流
であることにも触れている。沿岸地域との経済格
差が生じ，所得の低い周辺地域からの内発的発展
は制約されているといわざるを得ない。
　中国東北部の観光開発も進んでおり，特に長白
山観光は，1978年の改革開放政策以後に始まった。
1992年の中国と韓国の国交正常化により，徐々に
韓国からの観光客が増加していった7）。その後の
中国での観光ブームで国内観光客が増加していっ
た。2006年には長白山保護開発区管理委員会が設
立され，ユネスコ世界遺産と世界ジオパークの登
録推進が中国政府から発表された（厳，2016）。
　これまで長白山観光の入り口は，北坡山門から
がメインルートであった（図４）。そのため現在
も二道白河鎮には，多くの高級リゾートホテルや
コンドミニアム形式の高級マンションが建ち並
び，周囲には各種土産店や飲食店も多数林立して，
多くの観光客で賑わっている。しかし2008年に長
白山空港が西坡山門まで車で15分という距離の白
山市松江河鎮近郊に開港して以降，西坡入り口付
近に変化が見られる。同空港は北京や上海，長春
などから直行便が就航しており，観光客誘致に弾
みをつけた8）。西坡山門からは登山口まで専用の
ジープに乗り換えて向かい，登山口からは木道の
階段が天池展望スポットまで続いている。そのた
め本格的な登山用の装備を必ずしもしなくても気
軽に天池展望台へたどり着くことが可能になって
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いる（写真18）。
　北朝鮮との国境に近い長白山9）は，吉林省東南
部縁辺朝鮮族自治州に位置する標高2,744ｍを誇
り，一説によれば清朝を興した満洲族や朝鮮民族
の聖地とされる。原生林に覆われた山麓は，野趣
あふれる温泉や高山植物の宝庫として知られ，頂
上付近には「天池」と称する美しいカルデラ湖が
ある（写真19）。中国国内はもとより韓国や隣接
する北朝鮮からの観光客もみられ，国内外から多
くの来訪者がある。韓国や北朝鮮からの観光客が
多いのは天池に関する伝説も関係している10）。ま
た長白山は中朝の国境を東流する豆満江，西流す
る鴨緑江，東北平原を北流する松花江の源流でも
あり，同山および天池は両国民にとってたいへん
魅力的な要素を多分に含んでいるといえよう。ま
た中国国民にとって国境観光は異境空間でもあ
り， 長白瀑布展望所付近には朝鮮民族衣装を身に
まとって記念撮影所ができる施設が観光客の人気
スポットになっている（写真20）
　さて長白山空港の開港によって長白山観光の入
り口が新たに西坡山門として開発され，麓には
高級山岳リゾートホテルの「長白山天域度假酒
店」が2011年に開業した。さらに同ホテルに近接
し，著者らが夕食に利用したレストラン「衣家酒
家」では数名の朝鮮系地元住民が給仕に従事して
いた11）。ギョーザや野菜炒め等，地元の食材をふ
んだんに使用した手作りの中華料理が自慢である

（写真21）。山岳リゾートの開発によって地元住
民の雇用が促進されたことによる個人所得の向上
は，大きな経済効果であり，生活様式の変化でも
ある。夕食づくりの業務が一段落した後には，別
室にて客に提供した内容とほぼ同じ夕食をとるこ
とができるため，食事の内容も以前に比べると豊
かになってきている（写真22）。　
　改革開放政策後の観光開発が中国の中心地域と
周辺地域の関係を明確化させ，観光開発を通じて
支配地域と被支配地域を出現させている。観光開
発は政府の政策のもと大手の業者が請け負うので
あるが，リゾート開発の対象となる地域の地元住
民は，雇用の拡大に伴い，所得の向上はもちろん，
食生活が変化していることも確認できた。

２．地方の衰退と消滅する村
　最後にリゾート開発に伴い，所得向上が顕著に
現れて発展する地域が出現する一方で，同じ吉林
省東南部で廃村に追い込まれようとしている一部
の地域を紹介する。山岳地方において高ら（2014）
が指摘する井幹式民家のような伝統的家屋保護の
目的で集落保存の対象となったいくつかの事例を
除くと，多くの極小規模集落の一部は廃村の危機
に直面している。
　改革開放経済の進展は，中国国内の格差社会を
もたらしたことに加え，情報化の進展や高速交通
網の発展等により，都市の拡大発展と農村や山村
の改廃という現状をもたらした。西坡山門から北
坡山門へ移動する途中に立ち寄った吉林省大
村は，わずか数百人が暮らす村である。山岳リゾー
トに近いとはいえ，直接リゾート開発の対象には
なっておらず，これまでは林業や山林管理が主業
として小さな集落を形成してきた。ところが近年
の都市の発展に伴って村外への若年人口の流出が
急増し，過疎・高齢化が急速に進んだ。若者の重
要な就業先であった山林管理や木材加工業の衰退
を招き，かつて使用した木材チップ加工機も無造
作に廃棄してあった。これまで耕作地であった畑
も現在ではハンノキをはじめとする樹木が，既に
数メートルに成長した場所も認められた。した

図４　長白山と国境周辺
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がって既に10数年程度前から過疎化，高齢化が進
展していたことになる。
　現在同村には商店が１店存在し，経営者は90代
の高齢の女性と60代～ 70代前半にかけての２人
の娘達であった（写真23）。もちろん商店経営は
なりわいであり，毎日交代で店番の担当をしてい
る。同時に同店は村人達のコミュニケーションの
場も担っている。　　
　販売している商品は，果物，野菜，米，小麦粉
といった生鮮野菜類や穀類，さらに飲料，調味料，
洗剤，トイレットペーパー等の日用品全般に至る
商品を多岐に扱う万屋である（写真24）。しかし
やがて近い将来この村は消滅するという。政府の
住民移転計画によって，ダムや道路敷設といった
他の土地利用への変化が予定されている。中国の
経済政策による陽の部分は，確かに豊かなリゾー
ト観光地を地方に実現しているが，一方で格差社
会が拡大し，開発が進む地域に近い場所では，消
滅寸前の村が存在することも新たな問題であろ
う。

Ⅶ．おわりに

　改革開放政策以後の中国は経済成長が著しく，
最近大きく変貌を始めた中国東北部の都市化と国
境付近の観光地化について景観変容の視点から論
じてきた。
　中国国内で都市地域への人口集中は急激に進ん
でおり，それに伴う所得格差は徐々に広がりつつ
ある。このような渦中で都市の再編が進む中，都
市部では都市規模の拡大とそれに伴う住宅地区の
解体や新規マンション群の出現を確認した。街中
に新たな居住施設が建設される一方，多くは郊外
地域へのマンション群の建設であった。交通渋滞
が深刻さを増す中，今後の交通システムや交通マ
ナーの確立や遵守が課題となっている。
　一方で大都市の中心部では景観に配慮する施策
が実施されており，中国伝統のバロック式の景観
保存が進行する地区，東北地方特有の西洋の文化
と融合する景観の復元に成功し，多くの観光客を
魅了する町並み保存地区も確認できた。しかしそ

の一部借景に町並みの景観を阻害したり，表側街
路に比べてその背後は遅々として修復が進まない
地区も存在した。今後の対策として借景も含んだ
景観保護の実現が重要な課題であろう。
　急激な経済成長は都市の発展を促す一方で，発
展する沿岸地域に触発される形で周辺地域の観光
地化の進展も著しい。域外資本による開発が主導
であることはもちろんであるが，リゾート開発さ
れる地域の住民所得や食生活等の生活水準は確実
に向上している。しかしリゾート開発がめざまし
い発展を遂げているのに比べ，そこに近接しては
いるものの，開発の波から取り残された山村は，
廃村の危機にさらされている一部地域も存在し
た。若年人口の域外への流出に伴う急激な人口減，
高齢化，耕作放棄地の蔓延，ひいては廃村の現実
化といった危機を迎えているのも実情であり，域
内の格差問題も生じていることを確認できた。
　なお本稿では触れなかったが，改革開放政策以
後の大都市中心商業地でのファッション化に伴う
欧米系ブランドショップや専門チェーン店を含む
商業地の特性を西側諸国と比較分析することにつ
いては今後の課題としたい。
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〈注〉
１）この人口の流れを「盲流」ともいう。多くが肉

体労働者，下級のサービス業に従事せざるを得な

い状況にある。

２） 2014年の国務院の発表による。「大都市」と「小

都市」はそれぞれ2分され，前者は「Ⅰ型大都市」（人

口300万～ 500万人）・「Ⅱ型大都市」（人口100万～

300万人），後者は「Ⅰ型小都市」（20万～ 50万人）・

「Ⅱ型小都市」（人口20万人以下）となる。

３）同線は北環駅～長春駅～紅咀子駅間16.4㎞を結ぶ

同市で最初の地下鉄線である。

４）朝日新聞（2017年10月31日付）によれば，わが
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国でも第一交通産業が，アプリによる配車システ

ムを2018年春より本格的に導入する予定と報じて

いる。

５）柴（1991）によれば，近隣単位としての「街道」

も解放後の中国の都市では重要であるとし，街路

に囲まれた比較的広い面積を有し，市の出先機関

が置かれる。自治組織の居民委員会も置かれ，こ

れまで住民間の相互扶助や紛争の調停が行われて

きたという。

６）孔・福川（2010）によれば，表通りの背後に存

在する保護地区にも歴史的建造物が50棟あるとさ

れ，うち20棟が保存建築物であるという。

７）松村（2009）によれば韓国からの当時の観光ルー

トは，仁川―丹東―延吉―長白山（北坡山門）で

あったという。

８）長白山空港は2008年８月に開港した。同空港の

開港により，北京，上海，長春等から長白山観光

に訪れるルートが時間短縮され，それまでの延吉

空港を経由するルートから大きく変容しつつある。

９）同山を北朝鮮では「白頭山」という。山の上部

に堆積する火山灰が白色をしていることから命名

されたとされる。

10）天池にまつわる伝説として「天女の三姉妹が水

浴びをしていたところ，神の使いのカカサギが赤

い実を運んできた。その実を食べた三女は身ごも

り，男子を出産した。その子が清朝を興した満洲

族の始祖である。」という言い伝えがある。朝鮮民

族にもこの山麓を民族のルーツと結びつけた伝説

があり，いずれも両民族の建国神話として伝わっ

ている。

11）松村（2009）によれば縁辺朝鮮族自治州の人口

の60％以上が朝鮮族であるとしている。
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